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この図面は縮小版です。
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小座標及び計画高表

A1

X

Y

X

Y

A2

大座標値
2．座標軸

   そのX軸とA1との交点に垂線を立てY軸とする｡

3. 座標原点

4. 橋台の設定

線形条件

　    CLに対して90°00′方向に設置する。

　    CLに対して90°00′方向に設置する。

X

Y
L1

CL

R1

P1 P2
   座標軸はCLのA1とA2を結んだ直線をX軸とし、

   CLとA1の交点をX=0.000,Y=0.000とし、起点とする。

1．各線形要素は上図に示す。
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   a）A1橋台は、CL上の測点 NO.-1-7.000に於いて

   b）A2橋台は、CL上の測点 NO. 1+3.500に於いて
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注）ケーブル表示曲げ角度は、主桁天端に対する角度を示す。
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摘　要単位質量 質　量種　　別 長　さケーブル番号 本　数

C 1

C 2 〃 （両引き）
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注1）主ケーブルと主桁のスターラップ筋が干渉する場合は、干渉を避けるようスターラップ筋の形状を変更して配置すること。

注2）主桁鉄筋において、PC鋼材と干渉する場合は、鉄筋を折り曲げる等干渉を避ける加工形状に変更して対応すること。

注3）PC鋼材定着部は、切欠き形状に応じて鉄筋の加工形状を決定すること。

注4）各鉄筋配置について、障害がある場合は適宜移動、または加工形状を変更して調整すること。
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注）各鉄筋配置について、障害がある場合は適宜移動、または加工形状を変更して調整すること。
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注）PC鋼材が主桁または下部工の鉄筋と干渉する場合は、適宜間隔を調整して対応すること。
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単位質量

鉄　筋　表
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記 号 長　さ径 本 数 質　　量

合計

１本当り質量 摘　　要

D13 kg

kg

2

左　側

右　側

D16 kg

3

4

6 〃

〃

1.56

注1）床版の鉄筋と干渉する場合は、床版鉄筋と調整し、干渉しない位置に変更して対応すること。
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注2）排水パイプと干渉する場合は、適宜間隔を変更して対応すること。
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排水桝材料表
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1

数量材　質 質量(kg) 備　　考

(1組当り)

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

※ ふたは、ボルトによる取付けとする。

 kg1組分合計

1

グレ－チング

ビ　　　ス

ナ  ッ  ト

固定ボルト

SS400

SS400

SUS304

SUS304 4

4

M12x20

M12

排　水　桝

名称 規格 単位 備考

排　水　孔 ｹ所

補強筋

本

ｍ

注　記）

但しボルト、ナットの付着量はHDZ35とする。

直  　管

組

kg

kg

2.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量はJIS H 8641のHDZ55とする。
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曲  　管
L 字 管
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合  計

合 計 本

本

1.特記なき材質は全てSS400とする。

LN

TS- 1

TS- 2

TS- 3
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総　括　数　量　表
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71.5 組N = 6

6 W=71.5kg/組

429.0
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組 16
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kg合 計
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W=3.5kg/組

W=3.4kg/組12

40.8

ｍ流芯延長 φ150 48.986
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総質量 3321 kg
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C 1 D32 3490 15 6.23 21.74 326

C 2 〃 3210 15 〃 20.00 300

C 3 〃 3440 16 〃 21.43 343 (平均長)

C 4 D19 5470 34 2.25 12.31 419

C 5 〃 5300 4 〃 11.93 48 (平均長)

C 6 〃 1350 33 〃 3.04 100

C 7 D16 1340 15 1.56 2.09 31

C 8 D19 1320 22 2.25 2.97 65

1632

F 1 D29 5500 21 5.04 27.72 582

F 2 D19 6580 17 2.25 14.81 252

F 3 〃 4180 21 〃 9.41 198

F 4 D16 5180 17 1.56 8.08 137
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F 6 〃 4750 8 〃 7.41 59
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W 1 D22 3140 17 3.04 9.55 162
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W 5 〃 1790 2 〃 2.79 6
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D29 582 kg
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D19 1082 kg

D16 458 kg

総質量 3321 kg
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この図面は縮小版です。
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歴青目地材 t=20

(溶融亜鉛メッキ)

ガス管 50A(溶融亜鉛メッキ)

歴青目地材 t=20

キャップ φ70×3.2(溶融亜鉛メッキ)
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6 D13

かぶり詳細図 S=1:20S=1:20

(5ヶ所)

アンカー筋補強
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(スパイラル筋)

S  
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アンカー筋：溶融亜鉛メッキの付着量 1.82kg/本

(HDZ 55)

φ70×3.2

1.22

0.10

ガ ス 管

キャ ップ

50A 5.31

小　計

230 5

5

6

1

7  kg

注1) コンクリートの設計基準強度はσck=24N/mm2とする。

注2) 鉄筋の材質はSD345とする。
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鉄 筋 表 ( 上 部 工 施 工 )
記号 径 長   さ 本 数 単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

S 1 D29        4800 27 5.04 24.19 653

S 2 D25        5100 14 3.98 20.30 284

S 3 D16        3800 33 1.56 5.93 196

S 4 〃        4010 17 〃 6.26 106

S 5 D13         570 90 0.995 0.57 51

S 6 〃         300 40 〃 0.30 12

S 7 D10         940 5 0.560 0.53 3

1305

合　計 D29 653 kg

D25 284 kg

D16 302 kg

D13 63 kg

D10 3 kg

総質量 1305 kg

(溶融亜鉛メッキ)
SGP

SGP

(溶融亜鉛メッキ)

R=39 =
1
5
0

S  
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92
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5 90-D13 X 570

図示

A1橋台踏掛版配筋図
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歴青目地材 t=20

(溶融亜鉛メッキ)

ガス管 50A(溶融亜鉛メッキ)

歴青目地材 t=20

キャップ φ70×3.2(溶融亜鉛メッキ)
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S 3 D16        3800 33 1.56 5.93 196
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S 6 〃         300 40 〃 0.30 12
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